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６月
定例会

提出議案等は１２件

会期
　６月１０日（火）～２０日（金）

報　　告  ……… 　３件

補正予算  ……… 　２件

条例改正  ……… 　３件

契　　約  ……… 　４件

いずれも
原案どおり可決

３Point

１Point

２Point

４Point

旧高畠一中解体工事始まる

旧高畠一中解体工事

町道安久津高畠線歩道整備

下町地区調整池整備工事

八坂橋補修工事

契約金額　1億6115万円

契約金額　5802万円

契約金額　7062万円

契約金額　6523万円

【契 約 先】羽山総合建設㈱
【工事期間】令和７年６月２１日～８年２月２７日
【工事概要】校舎棟（４６７２㎡）駐輪場（４８０㎡）解体

【契 約 先】大浦工業㈱
【工事期間】令和７年６月２１日
　　　　　　　　　～７年１２月１９日
【工事概要】側溝整備・車道塗装 他

【契 約 先】㈱髙橋建設
【工事期間】令和７年６月２１日
　　　　　　　　　～８年１月１５日
【工事概要】法覆護岸工・立入防護柵・ポンプ庫 他

【契 約 先】みどり環境建設㈱
【工事期間】令和７年６月２１日
　　　　　　　　　～８年１月１５日
【工事概要】法橋面防水・防護柵補修 他

【報告】
　◦予算継続費繰越

1億8981万円
　◦予算繰越明許費繰越

2億7092万円
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補正
予算

可決
全会一致

【主な会計】
　　一般会計

　　　   3034万円（総額133億1442万円）

主 な 事 業

一般会計補正

地域担い手育成

３７７万円

総額１３３億１４４２万円に
３０３４万円

【支　出】
◦予防接種および感染症予防　　　 932万円
◦移住・定住 推進　　　　　　 　　　260万円
◦フォーチュンタウン定住交付金　　499万円
◦地域担い手育成　　　　　　　　　377万円

産業振興センター施設設備

１０５万円

スマートＩＣ測量設計監理

３５０万円
予防接種および感染症予防

９３２万円
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政 策 提 言
産業厚生常任委員会
有機農業の推進について

空き家対策及び利活用

①　「デュアルスクール」などの二地域居住宿舎としての活用。
②　有機農業の技術研修ほか、各種学習等による活用。
③　移住定住を検討している人を呼び込む短期間の体験宿泊等を企画するなど、関係機関や庁内部署間が連
　　携して移住希望者とのマッチング可能な相談体制を確立し、移住コーディネーターとしての役割を果た
　　していくこと。
④　自治会による防災備品の収納や、冬期間の雪押し場をはじめ、地域活性化に向けた茶の間などのコミュ
　　ニティーの場づくりのため、空き地や空き家を活用していくことを検討すること。
　　　特に、「高畠町空き家等及び空き地対策計画」で示す、所有者等が不明な土地を地域住民の福祉や利
　　便性向上のため整備できる地域福利推進事業についても、町が現状で把握し想定できる土地等の活用を
　　計画し、地域に積極的に呼びかけられるよう検討を進めること。

１．空き家の実態把握及び適正管理の徹底

２．空き家等を増やさない取組

３．空き家等の有効活用に向けて

７．まほろばの里農学校の再開

①　慣行栽培との有機農産物の販売価格差を一部保証すること。
②　朝市、青空市場等を開催し、有機農産物の地産地消を推進すること。
③　飲食店で有機農産物を提供できるようにすること。

３．有機農業や「食と健康」をテーマにした啓発活動の推進

４．一坪農園の推進

５．抑草ロボット活用による有機農業の推進

６．町内流通の確立

①　認証基準　　　②　認証する組織と内容　　　③　土壌づくり　　　④　有機肥料づくり
⑤　農薬の使用状況

　
①　安心安全なオーガニック給食を町内小中学校給食に導入するよう推進すること。
②　自給野菜組合のメンバーの高齢化、固定化が課題となっているため、新規参加者の加入を推進すること。

２．オーガニック給食の推進

１．地域認証制度体制の普及
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町民のしあわせと町政の発展を期し

議会から町長への
総務文教常任委員会
地域コミュニティー

高畠高校の魅力化向上と地域活性化

①　中学校スクールバスの運行資源の活用可能性を調査・検討すること。
②　通学専用スクールバスを運行すること。（※デマンド交通とは切り離した運行形態）

①　同窓会・ＰＴＡ・地域企業・自治体関係者を巻き込んだ「高畠高校魅力化推進会議（仮称）」を創設する
　　こと。
②　地域資源と連携した探究学習、部活動支援、イベント企画などを推進すること。

１．就学支援金制度の柔軟化と有効活用の推進

２．学生宿舎の整備と運営支援

３．通学支援体制の再構築

４．魅力ある教育・運営体制をつくる新組織の創設

①　デジタル化による情報伝達や集金業務等、役員
　　の負担軽減が運用可能かを検討すること。
②　高齢者等デジタル弱者への影響と配慮について
　　も検討すること。

①　地区公民館と自主防災組織が中心となり、消防、
　　学校、福祉施設、企業等と連携したネットワー
　　クを構築すること。
②　子ども食堂やコミュニティーカフェ等と連携し
　　た居場所づくりの体制を整備すること。

①　少子高齢化により各自治会が行ってきた事業の見直しと連動して地区事業の在り方を再検討すること。
②　地区公民館が町行政の総合窓口を担い、地区内の各団体や施設・企業等とのつなぎ役を果たすなど、新
　　たなシステムを検討すること。
③　地域との関係が薄れている中学生、高校生、若者層との関わりを調査し、地域コミュニティーとの橋渡
　　しを検討すること。

１．改善方法の検討、新しいスタイルの模索

２．地域における様々な団体・企業との連携

３．地区公民館が果たす役割の検討
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総 務
文 教

委員会活動レポート

▲魅力向上で地元に愛される高畠高校に

　
区
長
会
連
絡
協
議
会

の
役
職
が
決
ま
り
、
令

和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
が
、
役
員
の

な
り
手
不
足
な
ど
、
各

自
治
会
が
抱
え
る
問
題

の
解
決
策
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
育
成
会
、
若
者

会
、
若
妻
会
な
ど
の
実

態
を
踏
ま
え
、
自
治
会

官民連携で
住みよいまちづくり

の
協
力
体
制
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。
情
報
共

有
で
よ
り
良
い
方
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
当
町
で
は
、
二
地
域

居
住
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
装
事
業
の
ほ
か
、

６
年
度
か
ら
の
官
民
連

携
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
も
継
続

　
小
学
校
の
児
童
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
状
況

で
、
今
後
の
小
学
校
整

備
に
つ
い
て
は
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
６
年
度
の
出
生
数
が

90
人
と
な
り
、
各
地
区

の
児
童
・
生
徒
数
を
見

据
え
た
環
境
整
備
を
進

め
る
上
で
、
少
人
数
学

級
や
複
式
学
級
を
視
察

し
、
今
後
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
教
育
環
境
等
検
討
委

員
会
の
教
育
環
境
に
関

す
る
将
来
像
的
な
も
の

を
意
見
と
し
て
も
ら

い
、
将
来
に
望
ま
し
い

も
の
を
判
断
し
て
い
く

上
で
、
答
申
が
出
た
ら

説
明
を
受
け
て
、
議
会

　
７
年
度
、
高
畠
高
校

の
入
学
者
数
は
、
45
人

で
あ
っ
た
。
出
身
市
町

に
つ
い
て
は
、
町
内
23

人
、
米
沢
市
５
人
、
南

と
し
て
も
考
え
て
い
く

も
の
と
す
る
。
町
民
へ

の
周
知
と
合
意
形
成
も

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

　
生
徒
・
児
童
数
の
減

少
に
よ
り
余
っ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
、
リ
ー
ス
契

約
修
了
ま
で
学
校
の
教

育
セ
ン
タ
ー
機
関
や
会

計
年
度
任
用
職
員
、
教

育
支
援
な
ど
で
有
効
活

用
し
て
い
る
と
の
報
告

で
あ
っ
た
。

　
町
内
小
中
学
校
と
県

立
高
校
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
個
人
情
報
流
出
の

報
道
を
受
け
て
の
対
応

は
、
各
保
護
者
へ
の
文

書
通
知
と
し
た
。
　

　
現
在
の
幼
少
中
連
携

の
活
動
は
総
会
、
研
修

会
の
ほ
か
、
各
施
設
を

巡
回
訪
問
す
る
な
ど
情

報
交
換
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

地域と共に
　高畠高校支援

町民との合意形成で
教育環境の整備を

陽
市
15
人
、
川
西
町
２

人
。
今
後
、
魅
力
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
を

地
域
全
体
で
支
援
す
る

体
制
づ
く
り
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。

　
現
在
の
就
学
支
援
が

適
当
で
あ
る
か
を
常
に

検
討
し
て
い
く
と
共
に

議
会
と
し
て
も
中
高
生

で
活
動
し
て
い
る
こ
と

を
応
援
し
て
い
く
。

▲二地域居住から移住へ

し
て
い
る
。

　
町
が
元
気
に
な

る
よ
う
な
事
業
の

取
り
組
み
を
、
担

当
課
と
考
え
て
い

く
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
事
業
の

申
請
が
採
択
な
る

よ
う
に
進
め
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
も
注

視
し
て
い
く
。
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産 業
厚 生

委員会活動レポート

有機農業の推進

空き家の利活用

▲抑草ロボットによる活用後

①
現

　状

・
町
内
空
き
家
数
は
　

　
４
６
７
戸
５
・
８
％
。

・
利
活
用
と
は
、
売
買
、

　
賃
貸
、
解
体
の
こ
と
。

　
住
居
に
適
さ
な
い
空

　
き
家
は
解
体
し
か
な

　
く
、
建
設
課
と
し
て

　
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

・
仕
様
の
良
い
物
件
は
、

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通

　
さ
な
く
て
も
売
買
さ

　
れ
る
。

・
新
規
就
農
者
か
ら
の

　
空
き
家
に
関
す
る
問

　
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

・
解
体
の
問
い
合
わ
せ

　
が
多
い
。

・
利
活
用
可
能
物
件
の

　
所
有
者
に
対
し
、
空

　
き
家
バ
ン
ク
や
町
内

　
不
動
産
業
者
等
の
案

　
内
を
送
付
し
て
い
る

　
が
、
反
応
は
１
割
も

　
満
た
な
い
。

②
課

　題

・
自
治
会
、
町
内
会
お

　
よ
び
関
係
機
関
と
協

　
力
し
、
空
き
家
の
実

　
態
把
握
お
よ
び
適
正

　
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

 

・
空
き
家
を
増
や
さ

　
な
い
取
り
組
み
と
し

　
て
、
「
空
き
家
予
防

　
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
開

　
催
の
ほ
か
、
各
集
落

　
等
へ
の
出
前
講
座
等

　
の
実
施
も
検
討
す
る

　
こ
と
。 

・
空
き
家
等
の
有
効
活

　
用
に
向
け
て
は
、
空

　
き
家
バ
ン
ク
の
活
用

　
と
共
に
、
移
住
定
住

　
を
促
す
た
め
、
積
極

　
的
宣
伝
活
動
を
展
開

　
す
る
こ
と
。

①
地
域
認
証
制
度

・
町
独
自
の
地
域
認
証 

　
制
度
の
表
示
内
容
に

　
つ
い
て
は
、
常
識
内

　
で
あ
れ
ば
国
は
関
知

　
し
な
い
。

・
町
の
認
証
制
度
は
透

　
明
性
を
保
ち
な
が
ら

　
工
夫
を
し
、
周
知
し

　
て
い
く
。

・
土
壌
表
示
に
つ
い
て

　
は
、
慣
行
栽
培
か
ら

　
特
別
栽
培
、
有
機
栽

　
培
へ
の
変
換
の
経
年

　
数
の
表
示
は
な
い
。

・
認
証
制
度 

・
農
薬
、

　
化
学
肥
料
の
表
示
方

　
法
が
課
題
。

・
生
産
者
、
消
費
者
の

　
望
者
に
対
し
、
パ
ン

　
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
お

　
よ
び
研
修
受
け
入
れ

　
体
制
を
整
備
す
る
。

③
消
費
者
へ
の

　
　
　
　理
解
促
進

・
地
域
認
証
の
運
用
、

　
広
報
周
知
。

・
有
機
農
業
を
テ
ー
マ

　
に
し
た
講
演
会
等
の

　
開
催
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

　
成
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

　
の
情
報
発
信
。

　
相
互
認
証
対

　
応
の
体
制
づ

　
く
り
が
課
題
。

②
生
産
技
術
の

　改
良

・
協
議
会
で
抑

　
草
ロ
ボ
ッ
ト

　
を
１
台
購
入

　
し
、
各
団
体

　
で
活
用
中
。

・
抑
草
ロ
ボ
ッ

　
ト
等
を
活
用

　
し
た
栽
培
体

　
系
の
実
証
に

　
取
り
組
む
。

・
新
規
就
農
希

▲抑草ロボットによる活用前
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委員会活動レポート

広 報
広 聴

新庁舎初議会を
傍聴して

議 会
運 営

　
新
庁
舎
で
の
初
議
会

と
な
っ
た
、
６
月
定
例

会
を
傍
聴
さ
れ
た
町
民

の
方
の
声
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◦
初
め
て
議
会
（
一
般 

　
質
問
）
を
傍
聴
し
ま

　
し
た
。
改
め
て
議
会

　
や
政
治
に
関
心
を
持

　
っ
て
、
自
分
事
と
し

　
て
関
わ
っ
て
い
こ
う

　
と
思
う
良
い
き
っ
か

　
け
に
な
り
ま
し
た
。

（
10
代
　
学
生
）

◦
空
調
の
せ
い
か
発
言

　
者
の
声
が
傍
聴
席
で

　
は
聞
き
取
り
づ
ら
か

　
っ
た
の
で
改
善
し
て

　
ほ
し
い
で
す
。

　
　
（
50
代
　
主
婦
）

◦
防
災
の
こ
と
な
ど
聞

　
き
た
い
こ
と
が
聞
け

　
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
（
50
代
　
会
社
員
）

◦
議
場
の
つ
く
り
も
良

　
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ク
の
声
が
小
さ

　
く
、
ち
ょ
っ
と
聞
こ

　
え
な
か
っ
た
の
が
残

　
念
で
す
。

　
　
（
70
代
　
主
婦
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
で
の
初
め
て

の
議
会
と
い
う
こ
と
で
、

マ
イ
ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー

の
聞
き
づ
ら
さ
で
ご
不

【
日
時
】
６
月
20
日
㈮

「
入
札
・
契
約
に
関
す

　
る
事
務
に
つ
い
て
」

　
町
財
政
課
課
長
補
佐

　
（
財
政
担
当
）

今
野
　
寿
一
氏

【
内
容
】

　
公
共
工
事
に
代
表
さ

れ
る
入
札
契
約
方
式
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
公
正
性
、

透
明
性
、
経
済
性
の
確

保
を
原
則
に
、
競
争
性

の
確
保
を
図
り
、
選
択

さ
れ
る
。

　
こ
の
度
策
定
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク

で
は
、
運
用

（
内
規
）
で

処
理
さ
れ
て

き
た
関
係
事

務
の
整
理
を

し
、
全
職
員

に
向
け
た

研
修
会
を

開
催
。
当
町

の
現
状
も
含

め
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
参

考
に
説
明
を

受
け
た
。

▲議員との距離が近くなった傍聴席

満
ご
不
便
お
か
け
し
ま

し
た
。

　
今
後
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
傍
聴
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
！

次
回
９
月
定
例
会
へ
、

是
非
、
皆
さ
ん
！

議 員 研 修 会

2025.7.20 －９－

町長　都度、改善を加えながら整えていく

親しまれる
新庁舎となるために

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

木
き

村
むら

雅
まさ

博
ひろ

　議員

▲親しまれる新庁舎窓口に

問
　
新
庁
舎
が
５
月
７
日

開
庁
し
た
。
明
る
く
暖
か

く
開
放
感
が
あ
り
、
そ
れ

で
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
。
町
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

皆
に
愛
さ
れ
る
庁
舎
に
な

る
よ
う
祈
念
す
る
。

　
ひ
と
月
た
っ
て
、
仕
事

の
し
や
す
さ
や
、
職
員
の

評
価
な
ど
、
新
庁
舎
の
感

想
は
ど
う
か
。

答
　
窓
口
業
務
を
集
約
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
環
境
が

整
う
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
新
庁
舎
で
業
務

を
進
め
て
い
く
中
で
、
い

く
つ
か
の
課
題
も
見
え
て

き
て
お
り
、
都
度
、
改
善

を
加
え
な
が
ら
、
利
用
し

や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

問
　
利
用
し
や
す
い
庁
舎

は
、
多
様
な
機
能
と
職
員

の
丁
寧
な
対
応
が
組
み
合

わ
さ
る
こ
と
で
実
現
す
る
。

親
し
ま
れ
る
庁
舎
に
な
る

た
め
に
、
職
員
の
来
庁
者

対
応
等
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
指
導
や
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
新
庁
舎
で
は
、
入
口

の
正
面
に
総
合
窓
口
を
配

置
し
、
来
庁
し
た
方
々
に

職
員
が
声
が
け
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
１
階
に
窓
口

部
門
を
集
約
し
、
移
動
距

離
が
少
な
く
な
る
よ
う
設

計
し
た
。

　
町
産
杉
材
や
高
畠
石
を

活
用
し
て
柔
ら
か
く
温
か

み
の
あ
る
印
象
と
な
る
工

夫
も
し
た
。

問
　
官
製
談
合
防
止
法
違

反
等
の
容
疑
で
本
町
職
員

が
逮
捕
さ
れ
た
件
、
福
祉

課
で
の
職
員
の
不
適
切
な

事
務
処
理
が
発
生
し
た
件
、

い
ず
れ
も
組
織
内
の
人
材

不
足
が
根
底
に
あ
り
発
生

し
た
事
案
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
て
、

長
期
・
短
期
的
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る

の
か
。

答
　
長
期
的
に
は
、
業
務

の
見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
効
率
改
善
に

よ
り
、
限
ら
れ
た
職
員
で

も
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

　
短
期
的
に
は
、
経
験
や

ス
キ
ル
を
持
っ
た
社
会
人

の
採
用
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
な
ど

に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
確

保
に
取
り
組
む
。

問
　
町
職
員
の
仕
事
は
、

地
域
住
民
の
生
活
に
密
着

し
た
多
分
野
で
広
範
な
業

務
が
あ
り
、
地
域
社
会
の

発
展
に
様
々
な
貢
献
を
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ゆ
え
に
職
員
に
必
要
な
能

力
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
近
年
、
公
務
員
離
れ
や

若
手
の
離
職
増
が
問
題
と

な
る
中
、
新
た
に
優
秀
な

人
員
を
確
保
し
、
大
切
に

育
て
、
人
財
を
次
代
に
受

け
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
町
で
は
現
在
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
重
要

視
し
て
い
る
か
。

答
　
人
材
確
保
に
お
い
て

は
、
実
際
の
公
務
内
容

と
、
学
生
の
公
務
職
場
イ

メ
ー
ジ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
、
若
い
職
員
の
早
期
離

職
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
の
分
析
結
果
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
職
員
と
の
意
見

交
換
等
を
通
し
て
、
高
畠

町
を
理
解
い
た
だ
く
機
会

を
更
に
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
来
庁
者
対
応
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は

職
員
の
人
手
不
足
に

対
す
る
対
策
は

職
員
は
大
切
な
町
の
資

産（
人
財
）で
あ
る
こ
と



2025.7.20－ 10 －

町長　反省を踏まえ新たな展開を進める

地域内の支え合う仕組みは

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

竹
たけ

田
だ

正
まさ

樹
き

　議員

問
　
基
本
目
標
「
地
域
の

中
で
ゆ
る
や
か
に
支
え
合

う
し
く
み
を
広
げ
る
」
の

具
体
的
な
施
策
の
成
果
、

進
捗
、
課
題
は
。

答
　
各
地
区
に
お
い
て
、

「
助
け
合
い
・
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
会
議
」
を

実
施
。
新
た
な
移
動
支
援

の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
の
反
省
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
新
た

な
展
開
を
進
め
る
。

問
　
支
援
者
を
増
や
す
手

立
て
、
も
し
く
は
こ
れ
か

ら
取
り
組
む
考
え
の
も
の

は
あ
る
か
。

答
　
地
域
に
よ
っ
て
取
り

組
み
は
異
な
る
が
、
地
区

公
民
館
を
中
心
に
や
り
や

す
い
方
法
で
取
り
組
み
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
。

問
　
現
在
、
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
組
織
や
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
把
握
し

て
い
る
か
。

答
　
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
組
織
は
な
い
も
の
と

把
握
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
っ
た
地
区

行
事
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
工
夫
し

な
が
ら
再
構
築
し
て
い
る
。

問
　
町
と
し
て
存
続
が
懸

念
さ
れ
る
各
種
団
体
の
現

状
把
握
の
調
査
を
す
べ
き

と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は

あ
る
か
。

答
　
前
か
ら
あ
っ
た
組
織

が
段
々
と
薄
れ
て
き
て
い

る
こ
と
は
危
惧
し
て
い
る
。

後
継
者
や
役
員
の
な
り
手

が
い
る
か
な
ど
、
今
後
考

え
て
い
き
た
い
。

問
　
ガ
ブ
テ
ッ
ク
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
拡
張
機
能
）
の
活

用
が
十
分
で
な
い
理
由
と
、

今
後
の
機
能
拡
充
の
方
針

は
。

答
　
こ
れ
ま
で
も
、
翌
日

の
ご
み
収
集
を
お
知
ら
せ

す
る
機
能
や
国
民
健
康
保

険
の
加
入
・
脱
退
の
手
続

き
が
で
き
る
機
能
な
ど
順

次
追
加
し
て
お
り
、
今
後

も
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
セ
グ
メ

ン
ト
※

配
信
を
実
施
す
る

意
向
が
あ
る
か
。

答
　
利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
多
く
の
方
々
に
利

用
い
た
だ
く
た
め
、
必
要

な
方
に
必
要
な
情
報
を
届

け
る
「
セ
グ
メ
ン
ト
配

信
」
に
つ
い
て
今
後
、
実

装
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
に

お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
外
部
講
師
を
招
き
、

授
業
中
で
は
実
施
し
づ
ら

い
教
育
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
深
め
る
時
間
を
創
出

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
の
実

現
性
や
有
用
性
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
は
。

答
　
現
在
、
地
域
の
中
で

学
ぶ
機
会
と
し
て
、
多
く

の
地
域
の
皆
さ
ん
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

放
課
後
子
ど
も
教
室
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
官
民
連
携
事
業
の
中
で
、

「
ま
ち
ま
る
ご
と
子
育
て

事
業
」
や
「
地
域
と
つ
な

が
る
学
び
場
の
創
出
事

業
」
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
地
元

愛
の
醸
成
や
心
を
育
む
機

会
が
さ
ら
に
創
出
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

存
続
が
懸
念
さ
れ
る

組
織
や
イ
ベ
ン
ト
は

あ
る
か

※
セ
グ
メ
ン
ト
…
同
じ
属

　性
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の

　こ
と
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
の

拡
充
を

心
の
教
育
の

取
り
組
み
は

※「あなたは、地域での付き合いをどの程度していますか」の質問に対して「よく付き
　　合っている」と「ある程度付き合っている」を「地域での付き合いがある」として
　　集計しました。　　　　　　出典：「社会意識に関する世論調査」（内閣府）を加工
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町長　次世代のリーダー経営人材を育成する

町の産業の
現状を脱出する手立ては

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

問
　
人
口
減
少
が
進
む

中
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
の

客
が
減
っ
て
い
く
と
見
ら

れ
、
町
内
商
店
や
飲
食
店

な
ど
寂
し
い
光
景
の
当
町

の
現
状
を
打
破
す
る
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
　
人
口
減
少
が
進
行

し
、
各
分
野
に
お
け
る
地

域
の
担
い
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
中
、
地
域
経

済
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
、
未
来
の
高
畠

を
牽
引
す
る
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
経
営
人
材
を
育

成
し
、
本
町
の
賑
わ
い
を

創
出
し
て
い
き
た
い
。

問
　
高
畠
町
商
工
会
の
会

員
数
が
10
年
間
で
約
50
人

減
少
し
て
い
る
。
町
内
経

済
、
町
民
生
活
に
も
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

答
　
町
と
し
て
は
、
町
商

工
会
や
山
形
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
支
援
機
関
と
連

携
し
、
事
業
継
続
に
む
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
当
町
の
創
業
支
援
事

業
補
助
金
制
度
は
、
補
助

額
２
分
の
１
、
最
大
30
万

円
で
あ
る
が
、
県
内
他
市

町
村
に
比
べ
少
額
で
は
な

い
か
。

答
　
本
町
は
、
「
創
業
支

援
事
業
費
補
助
金
」
に
加

え
、
「
中
小
企
業
設
備
投

資
等
補
助
金
」
の
制
度
が

あ
り
、
他
自
治
体
と
比
較

し
て
も
、
本
町
の
支
援
制

度
が
見
劣
り
し
て
い
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
米
価
は
昨
年
の
２
倍

で
、
５
㎏
４
２
０
０
円
と

高
騰
し
て
い
る
。
経
済
的

弱
者
や
、
食
べ
盛
り
の
子

ど
も
が
い
る
家
庭
に
米
購

入
助
成
な
ど
、
何
ら
か
の

支
援
策
を
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
令
和
３
年
度
以
降
、

毎
年
低
所
得
世
帯
や
子
育

て
世
帯
な
ど
に
給
付
金
を

支
給
し
て
い
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

問
　
二
井
宿
地
区
の
「
ゲ

ン
ジ
蛍
と
カ
ジ
カ
蛙
愛
護

会
」
が
、
長
年
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
自
然
環
境
功

労
者
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
。

　
屋
代
川
の
河
川
清
掃
も

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
高
齢
化
が
進
み
、
実
行

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
　
屋
代
川
を
は
じ
め
と

す
る
町
民
参
加
の
河
川
清

掃
は
、
年
３
回
実
施
し
て

い
る
。

　
集
落
か
ら
は
、
高
齢
化

に
よ
り
今
ま
で
ど
お
り
の

作
業
は
難
し
い
と
の
声
も

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
築
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
作
業
に

つ
い
て
は
、
無
理
せ
ず
に

で
き
る
範
囲
で
の
活
動
を

お
願
い
し
た
い
。

米
価
高
騰
と

コ
メ
増
産
の
対
策
を

自
然
環
境
の
保
全
の

取
り
組
み
は

▲森の妖精、姫ボタル（提供：島津 淳 氏）
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町長　聴力検査の重要性を周知していく

「聞こえの支援」で生活改善を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員

問
　
加
齢
性
難
聴
は
65
歳

か
ら
増
え
、
後
期
高
齢
者

に
な
る
と
２
人
に
１
人
は

難
聴
で
あ
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
早
期
発
見
の
た

め
、
65
歳
と
75
歳
の
全
員

対
象
に
聴
力
検
査
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
補
聴
器
購
入
支

援
に
片
耳
２
万
円
、
両
耳

で
最
大
４
万
円
と
し
た
根

拠
は
。

答
　
難
聴
に
関
す
る
情
報

提
供
や
、
普
及
啓
発
活
動

を
通
じ
て
、
聴
力
検
査
の

重
要
性
を
周
知
し
て
い
く

と
と
も
に
、
年
齢
を
問
わ

ず
、
よ
り
多
く
の
人
が
難

聴
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
検
査
を
受
け
る
よ
う
促

す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
今
後
検
討
す
る
。

　
補
聴
器
の
購
入
費
用
の

助
成
金
額
は
、
障
害
者
総

の
難
聴
者
が
比
較
的
購
入

し
や
す
い
価
格
帯
の
も
の

を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
決
定
し
た
。

問
　
様
々
な
理
由
で
心
が

折
れ
、
傷
つ
き
登
校
で
き

な
く
な
っ
た
子
ど
も
へ
の

温
か
い
支
援
が
求
め
ら
れ

る
。

　
不
登
校
の
子
ど
も
の
た

め
の
適
応
教
室
は
、
乳
幼

児
の
た
め
の
用
具
が
あ
る

も
の
の
、
小
中
学
生
の
居

場
所
や
学
び
の
場
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
新
庁
舎
開
庁
に
合
わ

せ
て
移
設
し
て
間
も
な
い

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぽ

け
っ
と
」
は
、
利
用
す
る

児
童
生
徒
の
意
見
や
要
望

を
生
か
し
、
穏
や
か
に
学

び
過
ご
せ
る
場
所
と
し

て
、
今
後
環
境
整
備
に
努

め
る
。

問
　
令
和
６
年
度
、
夏
休

み
の
学
校
プ
ー
ル
は
開
設

さ
れ
ず
、
暑
い
夏
に
一
度

も
泳
げ
な
か
っ
た
子
ど
も

が
多
数
い
た
。

　
７
年
度
は
学
校
プ
ー
ル

を
開
設
で
き
る
よ
う
条
件

を
整
備
し
、
家
庭
の
事
情

等
で
泳
げ
る
子
と
泳
げ
な

い
子
が
出
る
よ
う
な
こ
と

が
な
く
、
ど
の
子
も
思
い

切
っ
て
プ
ー
ル
で
泳
げ
る

よ
う
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
児
童
の
泳
ぐ
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
１
学
期

を
７
月
末
ま
で
と
し
、
児

童
の
安
全
を
確
保
し
つ

つ
、
で
き
る
限
り
水
泳
授

業
を
実
施
す
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

不
登
校
の
子
ど
も
へ

の
温
か
い
支
援
を

ど
の
子
に
も

泳
ぐ
楽
し
さ
を

▲聞こえを助ける補聴器

▲夏休みに開設されない学校プール

合
支
援
法
に
基

づ
く
補
装
具
費

の
基
準
額
や
、

県
内
で
同
様
の

事
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体

の
助
成
額
を
参

考
に
、
ま
た
、

近
隣
の
補
聴
器

専
門
店
の
販
売

実
績
に
お
い

て
、
軽
中
等
度
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町長　３日間の発電機と受水槽方式を採用

新庁舎
　　防災拠点の機能整備は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

佐
さ

藤
とう

純
じゅん

子
こ

　議員

問
　
新
庁
舎
に
は
耐
震
性

の
向
上
や
非
常
用
電
源
の

確
保
な
ど
、
緊
急
時
に
町

民
の
安
全
を
守
る
体
制
の

整
備
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
①
新
庁
舎
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
基
本

的
な
考
え
方
、
②
防
災
機

能
の
整
備
状
況
、
③
町
民

へ
の
情
報
提
供
や
避
難
訓

練
の
開
催
等
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
で
も
防
災
拠
点
と
な
る

こ
と
を
最
優
先
事
項
と
し

て
設
計
し
た
。

　
防
災
機
能
の
整
備
状
況

は
、
３
日
間
発
電
可
能
な

非
常
用
発
電
機
を
設
置

し
、
水
道
に
つ
い
て
も
断

水
の
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
直
圧
式
で
な
く
受
水
槽

方
式
を
採
用
し
た
。

　
今
後
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
、

防
災
訓
練
も
機
会
を
捉
え

て
実
施
し
て
い
く
。

問
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

を
兼
ね
備
え
た
新
庁
舎
で

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
い
う
点
か
ら
、
「
お
悔

み
窓
口
」
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
導
入
の
可
否
や

課
題
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
は
。

答
　
新
庁
舎
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
窓
口

と
な
り
、
ご
遺
族
は
他
の

来
庁
者
の
視
線
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
手
続
き
や

相
談
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
的
に
ご
遺

族
が
席
を
移
動
す
る
の
で

は
な
く
、
職
員
が
交
代
し

て
対
応
し
て
い
る
た
め
、

お
悔
み
専
用
窓
口
を
導
入

す
る
計
画
は
無
く
、
ご
遺

族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
現
在
の
窓
口
で

の
対
応
を
継
続
し
て
い

く
。

問
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
活
用
は
、
家
族
と
の

対
話
や
相
続
・
不
動
産
の

整
理
を
促
進
す
る
有
効
な

手
段
で
あ
る
。

　
町
民
が
安
心
し
て
人
生

の
最
終
段
階
を
迎
え
ら
れ

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
が
、
町
の
考

え
は
。

答
　
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
建
物
・

土
地
の
所
有
状
況
を
将
来

ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
ご

家
族
で
話
し
合
う
き
っ
か

け
と
な
り
、
空
き
家
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
有
効
な
手

段
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
住
ま
い
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
載
せ
て
周
知

を
図
る
。
ま
た
、
高
齢
世

帯
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
福
祉
課
と
連
携
し
対

応
を
検
討
す
る
。

▲災害を支える命の水

「
お
悔
み
窓
口
」の

　
　
　
　
　
　導
入
を

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
活
用
を
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町長　魅力ある「高畠人」を育てるところ

町長が考える小学校像は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

山
やま

木
き

義
よし

昭
あき

　議員

▲活動しやすい地域移行へ

問
　
設
置
者
で
あ
る
町
長

が
考
え
る
小
学
校
像
は
。

答
　
児
童
の
良
好
な
学
習

環
境
の
確
保
を
第
一
義
と

し
て
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
の
視
点

か
ら
、
地
域
と
学
校
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
た
い
と

思
う
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
確
保

し
、
魅
力
あ
る
「
高
畠

人
」
を
育
て
る
と
こ
ろ
で

あ
り
た
い
。

問
　
不
審
者
や
獣
の
出

没
、
酷
暑
日
の
増
加
な
ど

か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
者
の
見
直
し
、
拡
大
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　
遠
距
離
通
学
対
策
の

数
値
的
基
準
を
基
本
と
し

な
が
ら
も
、
路
程
上
遠
距

離
対
象
と
な
る
家
庭
を
含

め
、
様
々
な
通
学
事
情
を

勘
案
し
、
通
学
困
難
な
状

況
を
解
決
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

問
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
時
は
、
保
護

者
負
担
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

答
　
国
か
ら
の
通
知
等
に

注
視
し
、
自
己
財
源
の
確

保
や
受
益
者
負
担
軽
減
に

向
け
、
情
報
収
集
に
努
め

る
。

問
　
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
二
市
二
町
で
広
域
連

携
し
て
対
応
し
て
は
ど
う

か
。

答
　
地
域
展
開
の
初
年
度

で
あ
り
、
実
施
す
る
こ
と

で
様
々
な
課
題
等
も
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
市
町
村
間
で
相
互
に

情
報
を
交
換
し
、
広
域
的

連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て

議
論
し
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
見
直
し
を

部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

▲効率的なスクールバス運行を
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町長　早期導入に向けて検討を進める

５歳児健診の導入を
秋
あき

葉
ば

晶
あき

子
こ

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
５
歳
児
健
診
の
実
施

は
、
発
達
障
害
な
ど
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
だ
け

で
な
く
、
就
学
前
の
生
活

習
慣
に
関
す
る
指
導
や
相

談
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
全
国
的
な
推

奨
の
方
向
性
を
受
け
て
、

早
急
に
取
り
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

答
　
５
歳
児
健
診
は
、
発

達
に
関
す
る
問
題
を
保
護

者
が
気
づ
き
や
す
く
し
、

就
学
に
向
け
て
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
学
校
生
活
へ
の
適
応
を

助
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
早
期
導
入

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

問
　
手
話
言
語
条
例
制
定

後
、
手
話
の
普
及
状
況

は
。

答
　
講
演
会
等
で
、
手
話

通
訳
の
配
置
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
で
手
話

講
座
を
実
施
。
今
後
、
学

校
で
の
手
話
教
室
を
計
画

し
て
い
く
。

問
　「
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」

の
導
入
と
窓
口
へ
の
設
置

の
考
え
は
。

答
　
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い

高
齢
者
等
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し

て
、
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

年
度
内
に
導
入
す
る
。
窓

口
に
案
内
表
示
等
を
行

い
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
環

境
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
最
近
の
事
件
、
事
故

を
受
け
て
防
犯
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
や

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な

ど
の
普
及
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
、
現
状
は
。

答
　
高
畠
町
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
及
び
運
用
に
関
す

て
お
り
、
現
在
、
町
と
し

て
増
設
の
予
定
は
な
い

が
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
団
体
へ
の
補
助
等
は

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　問
　
森
林
整
備
の
優
先
順

位
を
定
め
な
が
ら
、
町
民

が
行
う
森
林
整
備
や
河
川

整
備
に
つ
い
て
、
情
報
を

共
有
し
、
進
め
て
ほ
し
い

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
森
林
経
営
管
理
制
度

が
施
行
さ
れ
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、
整
備

の
進
ま
な
い
森
林
を
町
が

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
森
林
所
有
者
の
今
後
の

森
林
整
備
の
意
向
調
査
を

行
い
な
が
ら
、
森
林
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
町
民
が
行
う
河
川
整
備

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
年
１
～
２
回
実
施
し

て
い
る
。
無
理
せ
ず
に
で

き
る
範
囲
で
の
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

聴
覚
障
が
い
対
策
は

防
犯
対
策
へ
の
考
え
は

森
林
整
備
と
河
川
整

備
の
進
め
方
は

る
規
程
に
よ
り
、
役

場
新
庁
舎
を
は
じ

め
、
太
陽
館
等
町
内

７
施
設
に
計
66
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
犯
罪
抑
止
に
効

果
を
発
揮
し
て
い

る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
は
、
必
要
最
小
限

度
の
範
囲
と
な
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
し

▲集落だけでは進まない河川整備（屋代川）
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菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員

町長　最適な誘致手法など助言をいただく

どう期待できる
企業誘致のアドバイス

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

▲町民の暮らしを支える職員体制も重要（新庁舎）

問

　当
町
で
は
、
産
業
振

興
策
の
目
標
に
企
業
誘
致

の
課
題
が
あ
り
、
今
年
度

は
産
業
立
地
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
支
援
を
受
け
て
用
地

整
備
や
企
業
誘
致
を
進
め

る
計
画
が
あ
る
。

　
そ
の
伴
走
型
支
援
の
手

法
か
ら
、
ど
う
い
っ
た
成

果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

答
　
令
和
７
年
度
、
日
本

立
地
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を

受
け
、
最
適
な
整
備
手
法

や
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

策
定
、
企
業
誘
致
の
手
法

の
助
言
等
を
い
た
だ
き
、

産
業
用
地
の
整
備
に
向
け

て
前
進
さ
せ
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
産
業
用
地
の
整

備
や
企
業
誘
致
の
方
向
性

等
を
示
す
た
め
、
「
高
畠

町
産
業
立
地
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
町
内
企
業
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

　57
年
ぶ
り
の
新
庁
舎

だ
が
、
北
側
な
ど
か
ら
見

て
も
病
院
や
げ
ん
き
館
、

図
書
館
な
ど
の
公
共
エ
リ

ア
の
中
核
と
な
る
庁
舎
と

し
て
、
も
う
少
し
明
る
く

温
か
み
の
あ
る
色
調
で
、

統
一
感
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
と
感
じ
た
。

　
選
択
し
た
色
合
い
の
ね

ら
い
や
思
い
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
周
囲
に
圧
迫
感
を
与

え
な
い
よ
う
南
側
正
面
か

ら
北
西
側
に
向
か
っ
て

段
々
と
な
る
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
し
た
形
状
と
し
た
。
外

壁
面
や
柱
に
は
浮う

造づ
く

り
し

た
木
目
を
出
し
、
高
畠
ら

し
さ
を
強
調
し
た
。

　
旧
庁
舎
で
も
木
版
型
枠

を
使
用
し
た
形
跡
が
あ

り
、
新
庁
舎
で
も
歴
史
を

継
承
し
た
く
、
こ
の
意
匠

と
し
た
。

問

　町
職
員
の
入
札
不
正

や
不
適
切
事
務
処
理
等
が

連
続
し
、
町
民
の
信
頼
低

下
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
る
。

　
発
生
の
要
因
等
を
ど
う

検
証
し
て
き
た
の
か
。

答
　
入
札
不
正
の
件
は
長

期
に
わ
た
る
同
じ
職
場
へ

の
配
置
、
不
適
切
な
事
務

処
理
の
件
は
経
験
の
浅
い

職
員
が
多
く
配
置
さ
れ
た

こ
と
で
業
務
課
題
を
共
有

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
一

因
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
職
員
間
の
良
好
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確

保
、
知
識
や
技
術
の
蓄
積

に
も
配
慮
し
た
適
切
な

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

問

　業
務
量
に
人
員
が
見

合
っ
て
い
る
か
、
精
神
不

調
や
中
途
退
職
者
が
増
加

し
て
い
る
実
態
の
中
で
、

職
員
負
担
や
疲
労
感
拡
大

な
ど
の
現
状
認
識
は
。

　
そ
の
上
で
、
職
員
の
成

長
が
実
感
で
き
る
職
場
、

組
織
づ
く
り
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

答
　
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

社
会
を
迎
え
、
自
治
体
職

員
は
よ
り
複
雑
、
多
様
化

す
る
行
政
課
題
解
決
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　
一
方
、
人
員
体
制
は
限

ら
れ
て
お
り
、
職
員
の
負

担
感
は
増
加
傾
向
に
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。

　
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
強
化
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を

進
め
た
い
。

新
庁
舎
の
外
観

色
合
い
の
ね
ら
い
は

  

発
生
し
た

「
不
適
切
業
務
な
ど
」  

　要
因
の
検
証
は

職
員
成
長
の

組
織
づ
く
り
と
は

（
定
期
的
、計
画
的
な
異
動

  

な
ど
）が
必
要
と
考
え
る
。

2025.7.20 － 17 －

町長　歳入に見合った歳出を堅持する

財政の今後の運営方針は
青
あお

柳
やぎ

　 貴
たかし

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
令
和
７
年
度
当
初
予

算
は
１
３
１
億
５
千
万
円

で
、
予
算
編
成
時
に
、
当

初
の
要
求
ベ
ー
ス
よ
り
約

11
億
５
千
万
円
削
減
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
、
町
民
生
活

に
密
接
に
関
わ
る
案
件
が

後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
今
後
の
財

政
運
営
の
方
針
は
。

答
　
今
後
の
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
自
主
財
源

が
乏
し
い
財
政
基
盤
の

中
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
規
模
を
堅
持
す
る
。

　
歳
出
で
は
、
事
務
事
業

の
内
容
を
継
続
的
に
検
証

し
、
補
助
事
業
の
見
直
し

な
ど
に
取
り
組
む
。

　
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
含
め
て
可
能
な
限

り
財
源
を
確
保
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

問
　
町
の
税
収
を
増
や
す

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
飲

食
、
食
料
品
、
生
活
用
品

な
ど
を
で
き
る
だ
け
町
内

商
店
、
企
業
で
消
費
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
町
の
財
政
状
況
を
説
明

し
、
そ
れ
を
理
解
、
協
力

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
対

話
の
機
会
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
町
で
は
地
区
ご
と
に

行
っ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
を
中
心
に
、

対
話
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。

　
町
の
状
況
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
機
会
や
手
段
は

様
々
あ
り
、
町
民
と
接
す

る
様
々
な
機
会
を
捉
え
、

よ
り
一
層
、
行
政
と
町
民

の
相
互
理
解
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
町
に
は
魅
力
的
な
イ

ベ
ン
ト
が
多
数
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
そ
の
日
程
を

知
ら
な
い
町
民
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。
経
済
効
果

を
高
め
る
た
め
に
も
来
客

数
を
増
や
し
た
い
。

　
集
客
数
ア
ッ
プ
の
手
段

と
し
て
、
全
家
庭
に
配
布

さ
れ
る
広
報
の
表
紙
に
、

当
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や

写
真
を
掲
載
し
て
は
ど
う

か
。

答
　「
広
報
た
か
は
た
」
の

表
紙
に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
毎
月
掲
載
す
る
こ
と

は
、
各
月
で
イ
ベ
ン
ト
数

も
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
表

紙
の
統
一
性
を
損
な
う
た

め
、
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
Ａ
３
サ
イ
ズ

で
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
取
り
ま
と
め
、
配
布
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

問
　
当
町
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
実
績
は
、
４

年
度
が
70
万
円
（
２
社
）、

５
年
度
が
３
７
０
万
円

（
３
社
）、６
年
度
は
２
６

０
万
円
（
５
社
）
と
成
長

が
鈍
化
し
て
い
る
。

　
町
長
自
ら
、
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
行
い
、
企
業
に

働
き
か
け
る
考
え
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
計

画
は
。

答
　
７
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
が
９
年
度
ま

で
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
企
業
と
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
事
業
者
と
提
携

し
、
取
り
組
み
の
強
化
を

図
か
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
多
く
の

企
業
に
頂
け
る
よ
う
、
町

の
事
業
を
積
極
的
に
周
知

し
て
い
く
。

▲町民との距離感を縮めたいまちづくり懇談会

町
民
と
の
対
話
機
会
を

増
や
し
て
は
ど
う
か

「
広
報
た
か
は
た
」

　　表
紙
に
イ
ベ
ン
ト

情
報
を

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
を
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新庁舎での９月定例会を傍聴しませんか
９月４日（木）～2２日（月）

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は９/１以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

　６月定例会開会前に、新庁舎議場での初議会を記念し、こけら落としイベントを行いました。
　第１部は「議場コンサート」と題し、ヴォーカル・長

は

谷
せ

川
がわ

直
なお

美
み

さん、ヴァイオリン・阿
あ

部
べ

正
まさ

孝
たか

さん、ピアノ・花
はな

輪
わ

美
み

智
ち

子
こ

さんによる演奏を披露していただきました。第２部は、亀岡小学
校３年生７人が、高畠町町民憲章を前文から暗唱で元気よく発表してくれました。
イベントにご協力いただいた皆さん、大変ありがとうございました。

新庁舎議場こけら落としイベントを開催

◦緊張したけど、大きな声で発表できてよかった。
◦発表を聞いて（見て）くれてありがとうございました。
◦発表の後に、「上手だね」って言われて嬉しかった。

発表してくれた児童たちの感想
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